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１．研究計画の概要 
(1) 目的 
海洋の大規模な中深層循環は極域・海氷域か
ら重い水が沈み込み、それが徐々に湧き上が
ってくるという密度（熱塩）循環である。海
氷生成の際にはき出される高塩分水が重い
水の生成源になっている。本研究の目的は、
海洋中深層循環及びその変動を決めうる重
要な因子である海氷生産量を、現場観測に基
づいて衛星データ等から見積もるアルゴリ
ズムを開発し、そのグローバルマッピングを
行うことである。さらに海氷生産量と中深層
水形成の関係をその変動を含めて理解する
こともめざす。 
(2) 研究計画 
① 高海氷生産域である沿岸ポリニヤにおい
て、氷厚計等による係留系観測を行ない、過
去には得ることがなかった高精度の海氷・海
洋データを取得する 
② 上記のデータも比較検証データに用いて、
衛星マイクロ波放射計データによる薄氷厚及
び海氷生産量アルゴリズムを開発し、海氷生
産量・海氷域熱塩フラックスの全球データセ
ットを作成する。 
③ 係留観測も含めた海洋データから、高密
度水・南極底層水の形成過程及び海氷生産と
の関係を明らかにする。 

２．研究の進捗状況 
(1) 衛星マイクロ波放射計を用いて、南極海
(Tamura et al.,2008,2011)、北極海(Tamura & 
Ohshima, revised)、オホーツク海(Nihashi et 
al.,2009)において、薄氷厚アルゴリズムを開
発し、海氷生産量のマッピングを行った。 
(2) 上記データに海氷漂流速度等の情報も付
加し、海氷域での熱塩フラックスデータを作
成 し た (Tamura et al.,2011; Nihashi, 

Ohshima & Kimura,revised)。海氷生産量も含
めたデータセットをオンラインデータベース
化して公表した。 
(3) 第51・52次日本南極地域観測隊に参加し
て、南極海の沿岸ポリニヤでは初めて長期係
留による海氷厚等の高精度データを取得した。
また、その沖において係留系アレイ観測を展
開中である。 
(4) アラスカ大学との共同観測により北極チ
ャクチ海の沿岸ポリニヤにおいて、長期係留
による海氷厚等の高精度データを取得した。 
(5) 海氷生産量マッピングから南極第2の高
海氷生産域であることが示されたケープダン
レー沖において、係留系観測及び海洋観測を
行い、この海域が未知の南極底層水生成域で
あることをつきとめた。また、底層水が周期
的に流出する過程を捉えることに成功した。 
(6) 上記の南極底層水生成を最新の非静水圧
海洋モデルにより再現し、底層水の流動経
路・流量を推定し、底層水の周期的流出のメ
カニズムを明らかにした。 
(7) 係留アレイ観測により、ケルゲレン海台
東斜面が南極底層水の北上主経路であること
をつきとめ、その流量や変動特性を明らかに
した(Fukamachi et al., 2010)。 
(8) オホーツク海の海氷生産量のトレン
ド・変動とオホーツク海の低塩化及び中層水
の変動との関係を明らかにした。 

３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

（理由） 
本プロジェクトで最も難しいと想定された、
沿岸ポリニヤでの係留観測が南極海・北極海
とも成功したことで、当初の目的・計画を十
分に達成できる見通しができた。薄氷厚及び
海氷生産量アルゴリズムの基本バージョンも、
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南極海、北極海、オホーツク海すべての海域
で予定通り開発済である。あとは上記の係留
観測データとの比較・検証によりアルゴリズ
ムを高精度化することが残された仕事である。 

４．今後の研究の推進方策 
(1) 現在までは薄氷厚アルゴリズムを海域ご
とに作成しているが、係留系データによる比
較・検証をベースにして、大気データをパラ
メータに用いるなどしてグローバルに適用で
きる汎用アルゴリズムの開発をめざす。 
(2) 過去には得られたことがない、係留系に
よる高精度の海氷厚データと海洋データに、
衛星データも組み合わせ、沿岸ポリニヤ及び
そこでの高海氷生産の過程を明らかにする研
究も行う。 
(3) 現在は南極海のSSM/Iからの海氷生産
量・熱塩フラックスデータをサイトに公表し
ているが、本課題が終了するまでに、北極海、
オホーツク海でのデータセット及びAMSRから
のデータセットも公表する。 
(4) 平成 23・24 年度には、北極海の沿岸ポ
リニヤでの係留系観測と南極海の最大海氷
生産域における係留系観測を行い、さらに強
力なデータセット取得に努める。 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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